
ないねんきかんばりきしけんき 内燃後関馬力試験後
完成した機関が， í 9f)Ëの | 分な制自Eを もってし、るかどうかを

動的検作するためにJll\、る試験機であり ，現イ1: ，鉄道工場で機

関の修繕荊1ì'r.て完了後に行な っている試験内科としては，まず

十分に機関のすり介わせ運転、合 してから，次に!日l転数を変えた

場合の ト ノレク ・'. ' ; )J ・ 燃料的 '{ 'I: ，'((* ) ・ i/ \'J ìihI Il IUJ および制度 ・
冷却7K II \ 入 I-' Nllll止などの測定が舟、 り ， /，可 H午に没、述険試験もtTな
っている。

内燃機関.I.~力試験機

トわゆる機W/ O) iF味 Ih 力のð!IJ Æìl、の )jJ!.P I! fì ， lij(動機を機械的

に ;/:I) !fV! L ，発生したトル クと IE~I転速度を測'ぶ して市IJify!馬力をn

tHす るが，その方式により， I事J!;~動力 :n ・ノ')(;/iリ~ 1 .バ| ・ ~~~~!1Y)カ

計 . ;l1 '><l1V! )J~/などがある。J:Ji{f，鉄道工場で係III している代

表的なものは， フルード式水動力計で あ り ， その測定で きる馬

力数によ って 500 形， 700 形， 1 500 形および 2000 形の 4 極m

iJ;m桃 it:.されてい る。 すなわち， フノレ ード式水ifY!力，\H .t.， ;/:1)動

部分が乎l恨をもっステ ータおよ び ロータと給tJ/'，j'(機構 ・ 計出IJ機

構よ り 防成され，原動輸をロ ータ 申hに述紡 して駆動し ， ステ ー

タとロータの羽恨の聞に給点してj~~抗を発，/ーさ せる!京烈である。

ス テータの外部には，レバーがあり ，その先端を Jt ð!')機構 ， す

なわち，はかり(秤) に辿給してある。 ;I:U革ljH;JJの調幣はスノレ ー

ス ゲ ートと昨ぶス テー タとロ ー タの羽恨の川を /1\入するしゃ断

板の/JfJl比によっ て行ない ， 給水量 ・ 水圧は -�.L �'l (，iî，試験を行な
う場合は一定に保つことが必~である。(，司王i tl'i治)

なかがわしょうざ 中川正左 明治 14 ・ 10 ・ 3 公良県の 郷

土，中川行保の次 9J と してそ|まれ，名のlE1i: は 11:左衛門の略

称とし、う。

明治 38 年東京稲川大学法学

部を卒業し， 逓信行鉄道局に就

職， 大正 13 年鉄道次Tfを砕す

るま で 18 年 6 箇月/1 11にわたる

鉄道生活を送った。

鉄道府で は'(f私鉄道の恥ti ，

私鉄の免，t"f認可A?の業務を担当，

明治 39 年臨時国有準備局者氾

官として鉄道国有法成立に尽く

し ， 買収私鉄の調.ft lこ当たった。

明治 41 年鉄道の管里11，組織，

事務執行について研究のため欧

米に儲学， /，') 43 年帰似l し ~iFJI部勤務兼鉄道院総 }iH.ßiIiとな っ た。

な

大正 4 年 ， 新;止の 巾 ':Jí$;l; ;/l符i'1l局((!;務謀長に転じ，同 6 年同

局運輸課長と なり ，翌年鉄道院.Jl I ' Lj{に任ぜられ，運愉局長と な
っ よ乙。

i車愉局長時代，鉄道 'íl1化~係改促進し，中央線・東北線を東

百'I} ;凸線と結び ， rr' 央停車場を完成して東京駅 と命名 した。 大正

9 年鉄道院を鉄道行に付怖 させ， ま た / ，]) 12 年の関東大震災の

1M興に力を尽く した。

大正 12 年鉄道次r-rとた ったが2照 ÓI 砕し，東京地下鉄道株式

会社日1/社長に就任，わが1'4 主IIJ切の i也下鉄道の1115没に尽力した。

また大正 14- 1昭和 4 年部 l司鉄道協会i~1j会 長， 大iE 15- 1昭和 17

"n;l; .iillhJ;，t: 会 J'I!ιJô: ，品川 会長， j.; Jミを臆í[:， さらに同会解散後の

:ø，辺軌道統制会初代会長として鉄道界のために寄与すると ころ

此大なものがあった。 鉄道在峨'Ft，帝悶大学法外伝よび経済学
日1íの講師を兼ねたが，大正 4 - 6 1+ま で 中 iJí鉄道管J!1l局教習所

J~ 在 つ とめ， II{j fn 27~! には点京交通短WI大学学H:iこ就任し ，

交j泊教 rJ'に専念した。昭和 39 ・ 1 ・ 19 気管文性肺炎のためせい去，

青山基地に非られた。

昭和 30 年 ， 多年わが/"1交通文化に氏献した功績により ，運輸

大 i :よから表彰され，交通文化択を佼与された。

}作;に U.;l; ill ， i('u(大正 14 ・ 2ll，室生活論の改訂11'111 1í 1仮である し最

新鉄道命 (11日和 11 ・ 9) 1, L ;品川鉄道政策論 (1沼和 3 ・ 4)1 ~:~がある。

(松店2 忠)

ながぬません 長沼線 札幌市厚別l吋旭H可から室l洲本線Fh
仁駅に至る長沼本線と， 1対悦向線 ・ ~I~J;定線の 2 支線からなる国

鉄 1'1'助市路線で， 所管:する長沼自動車営業所は北海道夕張l部長

沼 'I'Hこ， ;I!!: J.ば /'1 励耳 (fl;!;業所は同千歳mí恵庭問Jにある。

l 医問 ・ キロ程およ び治 中

長沼本線

卦Jliß- 山仁

南幌向線

北の里一南幌市街

夕張太一千歳橋

恵庭線

広島市街~北広島

北広島~島松

烏松一柏木

柏木一恵庭

島松(西回り)-補給処前

29.9km 昭 22 ・ 3 ・ 20 開業

10.4 IIH 28 ・ 11 ・ 28

4.9 昭 30 ・ 2 ・ 10

1.1 ß323 ・ 3 ・ 20

6.5 1I{l 26 ・ 8 ・ 18

4.2 11百 30 ・ 8 ・ 5

3 . 9 昭 23 ・ 3 ・ 20

2.9 昭 35 ・ 10 ・ 9

,111 


